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内 容 梗 概

近年わが国においても,冷却飲料水を得るためのウォータークーラ(冷水機)の普及に伴い,鉄道車両などに

ウォータークーラを取り付け,乗客へのサービス向上を図るようになった｡本稿はこれら申両用ウォーターク

ーラの取付上の特殊な条件や,考一品すべき性能上,構造上の諸問題について述べたものである｡

第1表 中両用ウォータークーラの主要機種とその取付車両

1.緒 口

中両用ウォータークーラは一般用ウォータークーラの機構に加え

て,特に巾両走行時の振動に対する祁弧,供給馬脚の条件,殺菌装

許など申両取付用として計画設計rL二考慮すべき点が多く,車両側の

使用条件も種々異なるのでこれらの条件に適した仕様棟鵬を決定す

る必要がある｡本稿は口木田有鉄道用として国鉄二巨印可設計譲二務所

と共同設計製作した車両用ウォータークーラ3機種すなわち,WR

14A形(東海道新幹線電車用),WR61形(一等気勅申および一･

二等寝台車の洗面所｢人お設同用)およびWR15(RW-1252P形および

RW-1253P形改造機直流電源客車用インバータ使用も含む)につい

て述べる｡

車両用ウオータークーラとして特に具備すべき条件のおもなもの

には,下記の内容があげられる｡

(1)電 拡夏

草両の走行状況による供給電源電旺の変動およぴ,両流電源車

両に搭載する場合の,ウォータークーラ運転用交流電源の確保な

どについて,特に考慮しなければならない｡

(2)振 動

申両走行中の振動については,車両日体の梢造,走行速度,線

路の状態および運転の巧拙などにより一定ではないが,ウォータ

ークーラとして,可動部分の補強および,振動による共振を避け

るなどの検討を必要とする｡

(3)据 付 場 所

据付場所はウォータークーラ冷却水が飲みやすいことと,ウォ

ータークーラの冷凍機の擬斬㍑詩カミ送風機を用いた強制通風冷却方

式であるため,その吸込吐出部の通風空間の確保および内部各棟

=器の保守作業に支障をきたさぬことなどが要求される｡

(4)殺 菌 装 置

中両用ウォータークーラでは一般のウォータークーラが都市の

上水道より飲料水を求めているのに対し,申両の水タンクよi)と

っているので,当然衛生面での考慮が必要になる｡

以上のほか,供給水圧や,据付状態における周囲温度および,ウ

オータークーラー台当たり利用対象乗客人員数なども,申両川ウォ

ータークーラを設計する際に,特に考慮すべき条件となる｡

2.車両用ウオータークーラの仕様,構造

さきに述べた申耐用ウォータークーラ3機種の仕様を舞2表に,

また外観および構造を第ト～る図に示す｡いま一般的なウォーター

クーラの流水系統図(第7図)について述べれば,冷却された冷却タ

ンクの水は流水弁を通ってノズルより汁1て,飲川に供され,また飲

*
日立製作所栃木工場

**

日立製作所汎用機小策溺

ウォーターークーラ形式名

WR14A

WR61

WR15(RW-1252P)

取 付 串 種 名 称

日本国有鉄道東海道新幹線電車(ひかり,こだま)

日本間有鉄道一等欠勤申 (キロ28,ナPハネ10)

口本匝摘鉄道客中 (オロネ10,マロネ41)

萱笠

紺

碧

遥第1図
WRr14A形

ウォータークーラ

用にされずに水受皿に落下した冷却水はいったんプレクーラ(予冷

用熱交換器)を通過し,そこで水入口配管からはいってくる飲料水

を予冷してから,すて水として出口配管より流れ去る｡冷却水を取

り出す操作は押ボタンや足措ペダルなどで流水弁を開いて行なう｡

冷却タンク内部には冷却水の凍結防止を兼ねて,水温を直接感知す

る[†動温度調節器を備えているので,冷凍機はその状態において必

要に応じて自動的な断続運転ができる｡

3.車両用ウォータークーラの特性と問題点

3.1使用周囲温度

年々旅客用車両のデラックス化が進み,申両内部の空気調和設備

が常識となってきた｡一例としてWR14A搭載車榎の東海道新幹

線電申でほ,客室用空気調和ユニットの仕様によれば,冷房時の温

度は外気温33℃の条件で室内包も温28℃(相対湿度60クg)となっ

ている(1)○ウォータークーラ据付場所も一#萎と同様に空説調和が行

なわれているので,女手厄橘時においてもウォータークーラの周朗

院度は,おおむね以上により 30℃不1リ宴と考えれば亥当であること

になる｡したがってほかの中程についてもこれにならい,仕様上の

標準周洞沢度を30℃とした(〕

一方ウォータークーラの冷凍機としての許容限界几耶7附こも度ほ約

40℃であF),それ以上の甜占且ふん閃㌔ti･こおいては,冷凍機が過負荷
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最
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弁
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符

(kg/cm2)

(kg)

源

(J/b)

(室温30℃,系譜監至琵)(kcal/h)

ミストグレー

黄銅軌クロームメッキ

340

340

1,162

高級仕上銅板･メラミソ樹脂焼付塗装

-ルブルー

ステンレス銅配 電解研摩

400

400

1,300

全館閉形,電動機直結式

キャパシタ起動･単相誘導

125

フィン付′くイフ形 強制通風式

プロペラフアン電動枚i自:結

ホワイト

申両統i凸治に排水

450

230

840

65

シロッコフアン電動騰煎結

キャパシタ起動 単相誘導

ステンレス銅板,冷却タンク1体

R-12(CC12F2)

キャピラリーチュープ

熱線ノミイメタル形 自動復帰式

ステンレス鋼板冷却タンクにパイプ
コイル巻き

自動温度作動形 固定調整式

ネジメス PT %

ネジメス PTll人

足躊式 流昂二調整可能

率両に取付け

1

58

AClOOV 50/60/c/s

45

内径 10¢ ゴムホース

内径19.5¢ ゴムホース

押ボタン式 流量調整叶能

外径 6.35¢ 銅管

外径 9.53¢ 銅管

押ボタン式 限時作動

本体に収納

AC

85

100V

45

60c/s

30

585 390

となり正常な運転ができなくなるので,自動的に過‡与荷保護

装置が作動して,圧縮機の運転を悍止せしめるようになって

いる｡

3･2 供給水圧および殺菌装置

車両水タンクの設置方式は,天井設置の場合と,車両床下に

つるしたタンクより加圧して供給する場合とに大別される｡本

稿記収のものはいずれも後者の方式であり,ウォータークーラ

に対する供給水圧は11くg/cm2(ゲージ圧)試験水圧は2kg/cm2

(ゲージ圧)である｡したがって流水系統の各機器は,この水圧

条件を考慮したうえで設計･製作しなければならない｡流水系

統の中で流量抵抗の比較的大きいと思われる部品として,冷却

タンク,流水弁およびプレクーラ(予冷用熱交換器)をあげ,

WR15(RW-1252P)形について実際の圧力損失を測定した結

果を弟8図に示す｡これによればプレクーラと流水弁の圧力損

失が比較的大きいことがわかる｡WR61形では後述のように

電磁弁を使用するなど,流量抵抗増加の要田も考えられるので,

据付使用条件の制約(冷却水は洗面流しに流れおちる構造にな

っている)もあり,流量抵抗減少の目的から,プレクーラを除

去している｡

一般に飲料水の殺菌には紫外線を利用した殺菌灯を使用して

いるので,車両用ウォータークーラでも同様の殺菌灯を用いた｡

殺歯灯の仕様を第3表に,また殺菌装置全体の構造の一例を弟

9図に示す｡殺菌装置は殺菌灯のほか,車両水タンクより流れ

る爽雑物を除去する炉過器およぴそれらを収納するアルミニウ

ム令金鋳物製乃容器などより構成されている｡
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殺菌灯発光管には紫外線透過率の優秀な特殊硬質ガラス管を用

い,管州′こ適量の水銀およぴアルゴンガスを封入してある｡

炉過講別ま無臭無害の酪酸ビニール製連続気孔体質∈の炉過層をステ

ンレス製スプリングを骨材とした伸縮自在の筒に巻き,その内部お

様仕灯菌殺表3第 表
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第5図 WR15(RW-

1252P)形ウオー
タークーラ

jて〉月けンク

頻発器

禁自動温度調節器
′

図統系水流図7第

よび外部に出入口通水管を設けたもので,連続300J/hの炉過能力

を有している｡

3.3 電 源

WR14AおよぴWR61については,車軸から直接交流電源がと

れるが,直流電源使用中両に取り付けるWR15(RW-1252P)には

特別に直流電源を交流100Vに変換するするためのイソバータが必

要になる｡直流電源車両には照明灯などの交流棟器用として別に交

流発電機が搭載されているが,これらは抵抗負荷用としての容量し

か備えておらず,ウォータークーラのような誘導負荷用としては,

起動時の負荷が大きく,容量的にも,交流発電機方式でi･エ申両搭載

用として限界に達しているので,SCR素子を使用したインバータを

用いている｡冷凍機圧縮轢用電動棟のような起動電流の大なる誘導
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負荷にSCR素子を使用する例はほじめてだけに,特に日立製作所日

立工場にその研究開発を依板し,幾多の試作段階を経て,舞10図の

ような車両ウォータークーラ用SCRインバータを得ることができ

た｡本インバータは車両走行停止時の供給直流電源電圧の変動や,

ウォータークーラ側の負荷の変化に対して十分適応し得る容量をも

っているはか,独特の不足電圧検出装置などの調紫用補償回路を有

しており,その内容に特筆すべきものが多い｡木椀取付車種オロネ

10形の関連照明灯関係回路を弟11図に示す｡

そのほか交流電源電車用としてWR14Aの場合はf上様上の中山

側供給電源電圧変動値は定格電圧の±10%以内とされ,WR61で

は車内冷房用冷凍機運転のための大容量の交流発電機を備えている

のでそれよりウォータークーラ運転電源をとり,冷房不使用時でも

必要な飲料水殺菌装置用電源とは別に車両側直流電源の一部を常時

用いられるようにしているのが特色である｡

ウォータークーラは各機種とも定格電圧の±15%の範囲内での

電圧変動があっても,十分運転できる設計がなされており,これら

各車種の電源条件に対して仕様上満足できるものとなっている｡
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3.3.1インバータの仕様および特長

本イソノミーク(形式LIN-CI)の仕様を昂4表に,その動作を示

すブロック図を策12図に示す｡その特長は下記のとおりである｡

(1)抵抗負荷,誘導負荷ともに動作は安定している｡

(2)無負荷でも運転ほ安定確実で異常電圧上昇がない｡

(3)SCR素子を使用し,可動部分がないので保守が容易でブき

命が長い｡

(4)誘導電動枚の起動電流に耐えるよう設計製作されてい

る｡

(5)素子その他の弱電部品はユニット化され,振劫衝撃に耐

えるようモールドにて保護されている｡

(6)従東のMG方式に比較して小形軽量で,騒音がなく摩末毛

部分がほとんどない｡

3.3.2 インバータの特性

ウォータークーラの起動時は定常運転時の約5倍の電流が流れ

るにもかかわらず,電源およびインバータ内部抵抗により出力電

圧が低下する傾向になるので,起動不能を避けるためインバータ

の容量はかなり大きなものとなっている｡すなわちウォーターク

ーラ起動時には瞬間的に電圧降下を生ずるが,この場合の起動に

要する最低保証電圧は85V(定格電圧の一15ク左)なので,インバ

ータ側で入力側直流電源電圧の変動を考慮し,ウォータークーラ

起動時も出力側交流電源電圧に85V･を確保できる容量を備えて

いることが必要になる｡このためウォータークーラ起動終了後の

定常運転状態むこおいては,イソバータの臼1力電圧値は全般的に定

格よりやや高捌こでてくる｡舞13図はウォータークーラ定常運

転状態におけるインノミ一夕入力側および出力側の電源電圧の相対

特性値を示したものである｡ウォータークーラ起動時の電流値,

起動所要時間などの特性をイン/ミータ入力側直流電源電圧値別に
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嘩
一｢一_▲⊥

補偶器

PBS:得帰押ボタン開閉器

第12図 SCRイ ンバー タ装置ブ ロ
ック 囲

6.5A

避助時間

て--十M胤′8sビぐ.;叫-.Tノ▲叫

k竺1ア.7凍

呈→

2..イン′～∵､タ入力

第14図 インバータと組み合わせた場合の起動特性

オシログラムに表わしたものが弟14図である｡インバータの特

性上,起動時の遅延設定時間は1.5秒であり,起動にそれ以上の

時間を要する場合は,電磁接触器が開いて運転不能になる｡ウォ

ータークーラと組合せ試験の結果は弟】4図のように各入力電圧

条件においても,起動所要時間は1.5秒以内にあり,満足すべき

ものとなっている｡

3.4 振 動

前述のように車両の振動には種々の要素が加わってくるが,従来

巾体設計上考慮されている振動条件の一一例は弟5表にホすと二㌻〃)で

ある｡

申両走行時の振動に対してウォータークーラ内部各部砧の同定取

付部分は取什郎の振動によるゆるみを生ぜぬよう,補強を施せば効

果はある｡しかしバネ系によって支持されている部分は,申両の振

動条件範囲内にそのバネ系の固有共振点が存在すれば共振状態とな

り強度上問題となる｡ウォータークーラにバネ系を使用しているも

のとして圧縮枚内部支持コイルバネと圧縮機起動用起動装置内部の

板バネが考えられる｡前著は鋼板製の外殻(チャソバ)で密閉され

た内部に電動機,ビストソ,クランク軸およびフレームなどが,3

個のコイルバネによって支指され,起動,運転時の振動を外殻に直

振 動 数 c/min

120

600 ～900

1,800

3,600

48

60

120

240

600 ヘノ900

120

360

(i′り 上表の振動ほ国鉄の客芯巾の縦軸のうち,

120

80

h＼

世
田
警
固
裾
対
｢
重
々
三

｢･臼+

加速度(片振幅)g

0.07

0.15

メェ泣も恋い条件の振動数である｡

22 23 24 25

入力憫直流電源電圧(Ⅴ)

26

第13同 定常運転における電源電圧の相対特性

接伝えないような橙供を右している｡また後者は圧縮機用電動楼が

キャパシタ分相起動方式であるため,ウォータークーラ起動時には

起動装置内部の起動用コイルが励磁され,それに阪バネで支持され

たプランジャが吸引し,接ノビ､(が閉じて電動機の起動巻線に通電する｡

その後電動機l‾i‾i】転数が増加するにつれて電流が減少するので,プラ

ソジャほ元に復帰し,電動機の主巻線に通電するように回路を切り

かえ,以後正常運転に移る｡二,

したがってこれらバネ系部分が共振状態にある場合は,圧縮機で

は内部のフレーム,電動枚などの部分が加振されてチャンバにつき

あたり,強度的に変形を生じ運転上支障をきたす｡また起動装置で

はプランジャの支持板バネの共振により酪点の開閉が極度にひん繁

となり,電気的寿命に影響をもたらすおそれがある｡

実際に振動試験機を用いて圧縮機内部バネ系および起動装置板バ

ネなどについでそれらの共振点を求め,その結果をさきに示した車

両走行振動条件と比較したのが第15～】7図である｡振動測定供試

1糾こはWR15(RW-1252P)ウォータークーラを用いた｡図に示す

ように,これらバネ系の共振点は,いずれも車体振動条件範州外に

あり,中両搭載用ウォータークーラとして満足できるものが得られ

た｡L･かし巾体振動条件がもっと過醗な場合は,当然共振を避ける

ため,バネ系全体の再検討を必要とする｡

3.5 据 付 場 所

全般的にウォータークーラの設置場所は,客室外で通路の妨げに

ならない洗面所,物置きおよび乗務員重などのスペースをさいて,

これにあてているので,据付条件は良くないのが通例である｡また

WR61形は洗面所内部の従来使用されていた氷使用冷水器にかわ

り据え付けるために,外形寸法,特に奥行方向の余裕がなく,殺菌

装置一式を内蔵したウォータークーラとしては画期的首こ小形化され

ている｡舞18～22図ほ各機種の申矧勺部据付位置および据付状況

実態を示したものである｡

冷凍機凝縮器冷却用送風枚の通風を確保できる限度を調査するた
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(振動方向:前後)

めに,WR15(RW-1252P)につい

て,通風遮へい試験を行なった結

果を弄る表に示す｡これにより,

各機種の据付条件はいずれも上記

試験条件に比べて空間余裕が十分

あり,通気抵抗の点では使用上満

足されている｡

3.る 冷 却 能 力

車両用ウォータークーラの所要

冷却能力は,利用ひん度のいかん

によっておおむね決定される｡乗

客一人当たりのウォータークーラ

利用回数は,個人の嗜好,据付場

所までの遠近,車両走行区間距離

などにより異なる｡各機種につい

て与えられた条件を考慮し,それ

らの利用ひん度に関して次のよう

な考察を行なってみた｡

弟7表に各車種ごとの乗客定員

数およぴウォータークーラ1台当

たりの対象乗客人数などを示す｡

使用条件としてウォータークーラ

1台当たり対象人員が各人とも一

時間おきに利用し,全員の利用時

差間隔を均等化したと仮定する｡

一例としてWR14Aの場合をと

ると,この場合は国定編成車両で

あり,二車両に一台の割合でウォ

ータークーラが据え付けられ,そ

の最大対象乗客数は弟23図のよ

うに,210名(3号車,4号車)で

ある｡したがって一時間で210回

利用されるとし,また備え付けコ

ップの容量を約100ccとすれば,

第20図 WR61据付配置図
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第6表 ウォータークーラ通風遮へい試験

遮へいなし
両側面,背面通風吐出側ともに
10mm間げきあけ遮へい

条

件

取 付 状 態

(_L面図)

温
粒
温水
水

口

口

室
入
出

一
電
周
総
総

渡
電
入合
合

圧
数
流
力

温
温
差
丑
力

水
水

能

度

じ

口

真

人
出
温
水
め
叩

℃
℃
℃
丁
ホ
A
W

℃
℃
℃

1/b
kca

l/h

(U

5

2

3

2

1

0

5

2

3

2

1

圧縮枚モータ温度l℃1 56.5 1 70.0

(註)上記遮蔽を行なった場合でも,冷却能力は低卜するが連続逆転使用ほ可能

一時間内に取出され,飲用に供される冷却水量は21Jとなる｡

仕様上はウォータークーラとして入口水温および出口水温をそれ

ぞれ25℃,12℃にとっているので,この取出条件における飲料水冷

却所要冷却能力は,21J/hx(25℃-12℃)×1kcal/J℃=273kcal/h

となる(ただし水の比熱を1とする)｡
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第23図 新幹線電車編成図
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第7表 枚種ごと の対象乗客員数

要言晶l
ウォータークー

ラ1台当たり対
象乗客数(名)

210

(最大条件)

52

42

28

備 考

同定編成中両(二率
に一台の割で据付)

機 種

乗客定員数
〔名) 【撃雪■三

WR14A

WR61(享呂ハネ…告
WR15(RW-1252P)

第8表 機種ごとの所要冷却能力算定

機 柏
＼ 孟軍岩出r吉糀豪憫芦+所胃詔(翳)

WR14A

WR61(字書ハネ至言
RW1252P

100

*150

*150

*150

210

52

42

28

003

2

1

76

4

2 273

104

82

54.5

(*印機種についてほ紙コップほ用いず,備付コップ使用によるので,ゆすぎ用と

して1回につき50ccよけいに見込んだ)

この飲料水取出条件は,1分間の利用恒1数が3.55巨]であり,実際

の使用状態に比べれば,かなり過幣な回数を示しているが,この条

件に対しても2項の仕様内容に記載されているようにWR-14Aウ

オータークーラほ,能力上満足できるものである｡他枚種について

これと同様の検討を行なった結果は第8表に示すとおりである｡

3.7 各機種の特長

3.7.1 WR14A

本体内部の最上部には断熱材で周囲を囲まれた冷却タンク(蒸

発器)があり,その下方に凝縮器,凝縮器冷却用送風機および庁

肺棟が位置し,最下部にほ殺菌装置一式が収納されている｡送風

機の通気は正面中央部より吸込み,向かって右側面より吐出され

る｡また流水系統は床下車両水タンクより加圧された飲料水が床
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第9表 限時ス イ ッ チ仕様表

所 :宕 限 時

克三 格 て琵 圧

定 格 容 丑

機 械 的 開 閉 寿 命

電 ㌔こ 的 開 閉 寿 命

温度変化に よ る 誤差

第10表 回 路リ レ

7秒±1秒

DC 26V

125VA

50万回

10万回

0℃〈一80℃ 約3夕方

仕 様 蓑

定 格

宗E 格

接 点 最 小

接 点 ゴ正大

接 J･

電 圧

電 流

動 作 電 流

復 帰 電 流

fモ プJ

DC 26V

DC O.6A

約0.45A以下

約0.05A以上

10g

第11来 電 磁 弁 仕 様 表
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水

範
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格
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作

定
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DC 24V

約DC 220mA

20ノー′32V

2kg/cm2

65℃以下

第25図 限 時 ス イ ッ チ 枯 造 園

面より垂直上方に機内にほいり,まず殺菌装荷l勺部の炉過器から

殺菌灯により殺菌されたのちプレクーラを通って冷却タンクに至

る｡冷却タンク内部で冷却されたのち,正面の流水弁より押ボタ

ンの操作により枚外に流れ,飲用に供される｡

特 長

(1)新規に営業する国鉄新幹線電車用として,新しい感覚を

外観意匠に盛り込んだ｡

(2)殺菌装置のみを単独に爪検,話脱できるよう噂用の山検

とびらを設けている｡

(3)着脱容易なサランネット製エアフィルタを吸入口に取り

付けてある｡

(4)乗客の使をはかり,付属の紙コップ入れおよび跳コップ

捨て箱などをすべてウォータークーラ本体に取i川･けて

いる｡

3.7.2 WR dl

内部構造は取付方法が確面懸垂力式であり,凝着掛号泣の冷却通風

を背面に吐き出すことができず,また洗面所使川者の位毘関係か

ら側面に吐き出すことも好ましくないので,結局通風ほ本体底部

より吸い込み,シロッコフアンにより上邦より吐き上月し′ている｡

内部の執抗自己掛こついては上部に凝縮器,送風機をおき,その

側部に縦長の殺菌装樫を,下半分には圧縮機,冷却タンクおよび

電磁弁などをおいている｡木椀は乗客の便をはかり,冷却飲料水

の供給用に脚キスイツ子作動の電磁弁を用いて冷却水のむだを防

いでいるのが大きな特色となっている｡第24図は本機の電気配

線図である｡飲矧札 限時スイッチの押ポタソ操作により電磁弁

が回路リレーの接続iこ従い,一定時間のみ開き,その後はタイマ

ーの復仙こより電磁弁を閉じ
冷却水の供給を断つものである｡

これに使用されている限時スイッチの梯構を第25図に示す｡図

において,限時スイッチ押ボタンを一回押すと抑棒により作動用

マイクロスイッチの接点が閉じ 電磁弁を作動し冷却水が供給さ

れる｡〕押ボタンをほなしても,ラバーベローズの復元にともない

ベローズについている押棒の戻りにより,もう1個の復帰用マイ

クロスイッチの接点が閃いて,電磁弁を閉じ給水がおわる｡この

役元に要する時間ほ約7秒間で,その間に110～120ccの冷却水

を供給する｡

構造はベローズと一体となっている細いパイプとこれに朕合

(かんごう)しているシリンダがあり,抑ボタンを押し,ベローズ

l勺の空気を排気孔より空気室内に排出すれば,ベローズとシリン

ダ内の圧力は低下する｡押ボタンをはなせば,シリソダ吸気孔の

わずかなl‾…即ヂきから,排出した空圧だけ高い空気室の空気が侵入

して徐々にベローズは復元する｡シリンダ吸気孔にはテーパーシ

ャフトがほいっているので,そのシャフトの位掛こより吸気量を

加減し,限時時間を調整することもできる｡限時スイッチ,回路

リレーおよび電磁弁の仕様を第9′～11表に示す｡これらの電気品

は殺丙装置を含め,冷房不使用時でも偵fF】できるよう,ウォータ

ークーラ運転H】交流電淑とはまったく別個にDC24Vの直流電源

を用いている｡

特 長

(1)供給冷却水は洗面所流しに流れるようになっているの

で,水受けなどは必要なく,流水系統が簡単である｡

(2)冷却水供給用蛇口(じゃぐち)は円転11在の構造となって

いる｡

(3)凝縮語注強制通風冷却用フアンに他校種でほプロペラファ

ンを使用しているが,本機では外形寸法上の制約からシ

ロッコフアンを用いている｡
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3･7･3 WR15(RW-1252P,RW-1253P)

本棟はさきに述べたWR14Aに伽附托造,部｢棚已『たは似通っ

ているが,水受け皿を臥ヒ抑こ設け,冷却水坂出口にグラスフィ

ラーをJ枚F_)付け,コップが使用できるようになっている(〕凝縮;書さ壬

冷却用送風機の通気は正面下郎のスリットより吸い込み,作画に

吐き出される｡冷却飲料水の取り出しは正面下端の足措ペダルに

よって行なわれる｡なお,RW-1253Pには飲料冷却水Hl水械柄

がRⅥr-1252Pのペタルー純分だけでなく,ノズル.部分のプッシュ

ボタンにも考慮されている｡

特 長

(1)両流冠拓く申両に取り付ける場合には,SCRインバータと

組み合わせて任用される｡

(2)交流電湖如l一己何には殺歯装悍と本機だけで十分仲川で

きる｡

(3)矧穎装掛よウォータークーラ本休とは妙‖剛こお力､れ,供

給水側にてりす一夕ークーラに配管接続されるこ】

3.7.4 そ の 他

上述の仰石川ウオータークーラが完成する以前には,デラ､ソク

ス特急｢あさかせ+n･まつかF)+｢さくら】+｢はやぶさ+｢‾‾みずほ+な

どにWR14Aの肘掛こ当たるi帥i川財貨装馴寸ウォータークー

ラが封一肘ヒされ,遠く海外においてほアルゼンチン国鉄を始め,

関係諸国にRW-1252P改造放が輸出され現在も口立製作所の製

品として好評を博している｡

d.結 口

以上申両用ウォータークーラとして特に考慮すべき特性上のl‡1j魁

特 許

特許舞421329号

電 気

本発明は,電気的に左内のじんあいを【旅去する電気集亡

集かかわる｡一般に,この軽装岡としては,じんあいを帯電させる電離

部と,この′新富されたじんあいを填じんする集しん部とよりなるい

わゆる,2段形電気築じん装置が用いられているし,しかしこのもの

においては,コロナ発生および多売の′巨丘流を消費しないという利点

のある反面,次の欠ノrごこくがある｡すなわち,集じん部をi‾F行放電植の集

成により構成し,柴じん部の植樹肘碓が小さいほど北じん率を高め

狩る理由で,荷電部の極間距離に比べ集じん郎の柿間距離を小さく

してある｡このため,帯電部と放じん部とではまったくダミなった電J=1三

を印加する必要があり,(たとえば肝正邪12kV,袋じん部3′～5kV)

二種の電源巷笠置を要求される紙果,それだiナ複雑かつ高価なものと

たってくる｡また電離用コロナ放電極として,約0.2111111ウi上1下の細

線が他用されているが,当然機械的に弱く,断線しやすい,また火

花閃終によっても断線しやすく,かつまた,この細線を巾線l伽こ保

持するには相当に放い張力を与える必要があり,快打わくの構造が

非常に複雑になるとともに貨んじ器全体の貞丑も重くなる｡

木発明は,上記の欠ぶを改善するたが_)なされたもので,図にホす

ごとく,入口開口を有する電雌部接地擁を空気流方向をこ対しほぼ伍

角に観照L･,その後プJに処理空気を全面的に什切るように断而がの

こぎり歯状あるいは披形状に形成され,その‾卜流側突出部およびそ

の付近に臼1口開口の穿設された祭じん‾刑妥地極を設け,これら接地

極間に袋じん詔ミ接地極の下流側突U_i誹とほぼ相似形状をなし,し.か

もこの突出=洋附こある間げきをおいてはまり介うー7も圧電梅を設け,こ

のようにして,この高圧電極の端緒と侶離部接地極閃には帯電電軋
菜じん部壬妾地極とこれと相似形状をなす高口三電極間には平等電界を

設けたものである｡

本発明iこよれば放じん部に二1三等`■立非を形成する高庁一.‾-E極と,滞電

部に帯電電界を形成する高圧電栴とが同一-一一極枇にて構成さ九ている

ので,電源電忙を単一にできるとともに,ノ■去雛部の梅問拒括臣と集じん

じ

ラ の 特 性 1087

点をあげ,その製作実例によF)各中程について,与えられた条件に

対する検討内容を述べた｡その結児得られた特性上考慮すべき内容

を要約すJtば‾F`記のとおりである｡

(1)電源の1琶圧変動値は定格の ±10%程度な考古鼓しておく必

要がある｡また向流電朝舶珂i堺城川の場合は,SCR素了イ起

+-tjのイン/ミ一夕と組み合わせて,十分実用化できることが

判明した｡

(2)振動については,現状の客電車走行条件に関する限り,内

部バネ系を検討したもので,満足できるものが得られた｡

(3)凝緋ほ旨冷却用送風機の通気状態に関しては,各車種とも十

分据付状況に余裕があり,性能に影響苧ないことが試験的に

も確認された.｡

(4)冷却能力についても,各棟柾とも考えられる対象利川人員

に対して実川_f一二,十分満足しうる結果を得た｡また冷却能

力を決定するl_]安として,本例により対象利川人員一人当

たりの冷却能力を約1.3kcal/h石三度古こおけば十分であるこ

とがわかる｡

終わりにのぞみ,本稿の製作事例として引用した各機種ウォータ

ークーラの設計製作にあたり,種々有益なご指主辞を賜わった口本帽

有鉄道臨時車両設計ヰi二務所妃次長以‾卜関旅各位,ならびに各種調査,

試作検討に協力し,有効な資料を提示願った,口立製作所笠ナ‾､f⊥場

および日立二｢場の関係各位に対し,厚く感謝の意を来する｡
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部のそれとはおのおの独立に任意に設定できるため,同一印加電圧

で,それぞれの作用に適した電界を作ることができる｡また電離部

および集じん部のどちらも板状素材からプレス作業などで容易に製

作でき,軽量化できる｡また本発明における放電極は,従来のものと

まったく呉なるのこぎり樹状歯形または刃形であり,この特長は,従

来の心線形のようiこ弦振動による火花閃絡などのために断線するこ

とがまったくなく,機械的にも非`滞にじょうぶで安定なコロナ放電

をj‾‡綻させることができ,かつまた,木発明における放電梅は,放電

極自身が剛性を右し,これらを過当に机み合わせれば放電極白身で

政柄造を形成し待,したがって保‡如フくを非常に間中に桐成できる｡
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